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会社概要1

グループシンボルマークは、「共に生きる」という元
気グループの理念を象徴しています。
私たちが「共に生きる」ために⼤切にする3つの核は、
まわりを動かし活⼒となる「情熱」と、困難にも怯ま
ず、真摯に「挑戦」していく気持ち、そして、互いに
「信頼」し合うことです。また三位一体のデザインは、
お客様と地域社会、そして私たちが強く結びつきなが
ら、未来を切り拓いていく姿を表しています。

(事業内容)
 放射線測定機器の校正
 放射線遮蔽技術の研究
 放射線遮蔽機器設計・製造・販売
 放射線モニター機器設計・製造・販売
 ＲＩ輸送容器設計・製造・販売
 レーザー除染システムの開発・製造・販売
 レーザー除染業務の受託
 ロボット・AIの開発・製造・販売
 危機管理関連製品の取扱

(親会社)
株式会社サンガジャパン 元気グループ
https://www.sanga-kaigo.co.jp/

(許認可)
■放射性同位元素等使⽤許可〈原⼦⼒規制委員会使第5914〉
■古物商許可機械⼯具商〈福島県公安委員会許可

第251300000381号〉
■ISO/IEC 17025:2017 認定98357 PJLA

(受 賞)
 2017年度 福島ベンチャーアワード 優秀賞
 2020年度 福島県発明協会会⻑賞
 2022年度 こおりやま産業博アワード グランプリ
(知 財)
商標登録11件うち2件海外、意匠登録3件、実⽤新案登録2件、特許登録1件
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創業の想い
東日本⼤震災・福島第一原⼦⼒発電

所の事故に対応すべく創業しました。
放射線遮へい、測定、レーザーブラス
トシステムの開発や、BCP対策に活⽤
出来る製品やシステムのご提供を通じ
て、福島の復興と安心して生活出来る
社会の実現に貢献したいと存知ます。

現場での技術研究・研鑚を積み重ね、
県内での課題解決が、ひいては日本の
課題解決につながる有効な製品やサー
ビスを醸成し「新生福島」に貢献した
いと存じます。

株式会社日本遮蔽技研
創業者 平山貴浩

© Japan Shield Technical Research Co., Ltd. All rights reserved.

会社創業時の
コンセプトワークより

測定

除染 遮蔽
技術
遮蔽
技術

検査

保管

廃炉・放射能汚染対策における
トータルバリューチェーン

構造イメージ

運搬保管のた
め放射線遮へ
い容器や遮へ
いシートやパ
ネルが必要

放射線測定の目的に
合わせたコリメータ
が必要

作業員の被ば
く防止の放射
線遮へいや除
染中の測定に
コリメータが
必要

スクリーニングのた
めの放射線遮蔽室や
精密検査機器⽤の高
性能遮へい体が必要
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事業ドメイン

© Japan Shield Technical Research Co., Ltd. All rights reserved.

放射線
関連事業

危機管理
関連事業

課題
解決
課題
解決

再エネ
関連事業

廃炉
関連事業

福島県内の課題 ニッポンの課題
1. 放射線モニタリング
2. 廃炉への貢献
3. 危機管理（⼈⼝減少社会への対応）
4. 再生可能エネルギー利⽤促進

3
• 県内は震災と放射能汚染により多く

の住⺠が避難し、現在では、逆に帰
還が徐々に進んでいる状況です。な
かば⼈⼯的に超高齢化、過疎地域が
発生しました。

• 県内の諸問題の根底に、放射能汚染
と、労働⼈⼝減少問題が存在してお
ります。

• 福島県の課題となる技術テーマを思
索した結果、「4つの課題」が今後
「新生福島」の鍵を握ると考えてお
ります。

• その一つ一つを、きちんと解決して
参ります。

• 放射線測定機器の校正、
設計及び販売

• 受託開発

• ⼈⼯知能の活⽤
• 獣害対策/防犯対策
• 停電対策

• 森林再生
• 木質バイオマス
• スマートグリッド

• レーザー除染システム
• 放射線遮へい体
• レーザー遮へい体

現在企画中



放射線分野
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放射線関連分野のビジネスモデル

放射線
遮へい/測定

技術
校正業務 顧客/商社

修理業務

測定器
開発販売

業務

海外製品
校正業務

商社
顧客

海外メーカ
国内代理店

商社
顧客

レンタル
/古物商

業務

検査機器
遮蔽体

製造業務
国内商社

商社
顧客

• 放射線は遮へいが出来てこそ、
「放射線の利⽤」が可能になり
ます。特許製品のコリメータ
EARTHSHIELD®からスタートし、
ISO/IEC17025:2017認定の、
放射線測定器校正機関を福島県
内で実現出来ました。

• 理化学系商社、医療系商社と提
携し、福島県内で放射線測定器
の点検、校正、修理、受託開発
販売、機器レンタルおよび中古
品の流通を⾏っております。

• 海外メーカーの国内代理店から
は、海外製放射線測定器の校正
および放射能濃度検査装置の点
検校正業務を受託しております。

技術的関連性
商流的関連性
業務的関連性

現在のビジネス
確かな技術に基づく

放射線測定機器
放射能濃度測定機器

の
県内地場産業化を実現

5
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ISO/IEC 17025:2017 認定98357
米国PJLAにて認定を受けております福島校正センター6

© Japan Shield Technical Research Co., Ltd. All rights reserved.

第1照射室 第2照射室



放射線測定関連製品

GPS連動型水中⽤
測定記録システム“Poseidon”

EARTHSHIELD® （コリメータ）

• 従来の放射線測定は、放射性物質
がない環境での測定が前提でした。

• 県内の測定環境を考慮し、都⽴⼤
⼤学院にて研究を積み重ね、除染
の効果をはっきり認識できる測定
⽅法と、そのための合理的な治具
を確⽴しました。知的財産権化し
ております。

• 除染前後の測定に、県内外で広く
利⽤されております。

GPS連動型空間線量率⾃動記録システム “NSG-System” GPS連動型地中⽤
測定記録システム“Mogurah”

高性能放射能濃度測定システム
“Monster”福島県内で測定器

の使⽤環境を調査
し、現場のニーズ
に合った製品を、
提供しております。
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福島第一原⼦⼒発電所
廃 炉 に 向 け た
開 発 関 連 分 野

© Japan Shield Technical Research Co., Ltd. All rights reserved.

廃炉に向けた測定→除染→検査→保管
一連の流れをワンストップで実現する

技術集積を目指しています
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災害対応ロボット開発の実績

県内外の⼤学等様々な研究機関や、地元企業
と幅広い連携をしながら、廃炉・災害対策、
社会インフラの管理や農林畜産業に応⽤可能
な技術を開発して参ります。

No.１．日本原⼦⼒研究開発機構委託業務 1F偵察ロボット
(地上⽤ロボット)

No.２．東北⼤学⼯学部航空宇宙⼯学永⾕研究室との共同研究
(水上⽤ロボット)

No.３．福島県平成26年度災害対応ロボット産業集積⽀援事業
(水中⽤ロボット)

№2
水上ロボット

№3
水中ロボット

№1
地上ロボット
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レーザー除染システム ストリークブラスター10

除去した放射性物質の分離•回収•測定まで
ひとつのソリューションになっております

© Japan Shield Technical Research Co., Ltd. All rights reserved.
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• 平成29年(2017年)、福島県ロボット関連産業基盤強化事業に採択いた
だき、画像認識A.I.(⼈⼯知能)の独⾃開発に着手することができました。

• A.I.を活⽤した害獣の監視カメラシステム・画像解析システム・通信シス
テム等実⽤化を推進、令和2年(2020年)度、製品化に成功し、⼤手ゼネ
コン、地⽅⾃治体に納品しております。

• 少⼦高齢化や⼈⼝減少が進むなか、生活安全を一定水準に、これまで通
り維持していくことが、難しくなることが予測されます。

• いまも、そしてこれからも、わたくしたちの福島県が快適安心安全な住
みやすい地域であり続けてほしいと、心より祈念いたします。

11 危機管理と⼈⼯知能
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ワナ連動システム「あいわな」

獣害対策⽤画像認識AI「あいわな®シリーズ」

害獣出没早期警報システム「あいわなクラウド」

令和５年度郡山市チャレンジ新製品認定事業 認定製品



あしん生活創造企業として

• 地震、台風、感染症など、社会的な危機管理に対する備えは「平時」に考えて
おかないと実現しません。

• 「あのとき、これがあれば良かったのに」という経験を経て、被災者の目線で
様々な非常時の製品を試⽤し、吟味しております。

• 皆様の安心した生活に是非お役⽴てください。

© Japan Shield Technical Research Co., Ltd. All rights reserved.
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安心生活創造製品14

アクロス クローラ

© Japan Shield Technical Research Co., Ltd. All rights reserved.

無停電電源機能付き
可搬型蓄電池
「EP500」

停電を感知し⾃動的に蓄電
池から電源供給を⾏います

GeoPita

UVC 222nm ⼈体無害 殺菌滅菌照明器



みなさまの快適安心安全な暮らしと
健康⻑寿社会の実現に貢献できるよう

鋭意努⼒して参ります
これをご縁に

末⻑くよろしくお願い申し上げます

むすび15

Genki Group


